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1． 講義目的

　人は生まれてきてからの経験・学習によってことばを身につけ、さらにそれを立場・状況・目的などによってさまざまに使い分けている。まず、なぜ、どのように使い分けがされているのかを考える。また、さまざまに異なる人々が理解しあうために必要な、個人および集団レベルでの「ことばの調整」をどう行なったらよいかを考える。その上で、それを現実のコミュニケーションや学習・教育活動の中で活かせるようにするための技術を身につけること目指す。

2． 授業計画　　　　　　　　　　　　＊進行上の都合により予告なく変更することがあります
(1)　４/16(火)　社会言語学とは何か

(2)　　/19(金)　ことばの使い分けとその要因(1)性別と年齢

(3)　　/23(火)　ことばの使い分けとその要因(1)性別と年齢

(4)　　/26(金)　ことばの使い分けとその要因(2)職業その他の属性と状況

(5)　　/30(火)　ことばの使い分けとその要因(2)職業その他の属性と状況

(6)　５/７(火)　ことばの使い分けとその要因(2)職業その他の属性と状況

(7)　　/10(金)　言語行動とその構成要素

(8)　　/14(火)　言語生活史

(9)　　/17(金)　言語接触：借用、地域方言、ピジン、クレオール、複数コードの使い分け(個人と社会)

(10) 　/21(火)　言語接触：借用、地域方言、ピジン、クレオール、複数コードの使い分け(個人と社会)
(11) /24(金)　言語変化、言語の消滅と誕生、共通語化と反共通語化

(12) /28(火)　言語変化、言語の消滅と誕生、共通語化と反共通語化

(13) 　/31(金)　言語意識

(14) ６/４(火)　言語習得(1)：第一言語習得と第二言語習得、中間言語、学習者言語

(15) 　/７(金)　言語習得(2)：母親語、ベビートーク、フォリナートーク、ティーチャートーク

(16)　 /11(火)　言語と政治(1)：言語計画、文字改革、ことばの標準化・近代化

(17) 　/14(金)　言語と政治(2)：日本語の近代史、日本語教育史

(18) 　/18(火)　語用論と会話分析(1)：協調の原則・会話の公理、発話行為、ことばの機能

(19) /21(金)　語用論と会話分析(2)：コミュニケーション・ストラテジー、ポライトネス

(20) /24(火)　ことばと文化(1)：語彙体系と文化

(21) 　/28(金)　ことばと文化(2)：メタファー、連想的意味（イメージ）
(22) ７/２(火)　ことばと文化(3)：接触場面の言語行動、非言語伝達

(23) 　/５(金)　言語教育と社会言語学(1)：日本語教材と社会言語学

(24) 　/９(火)　言語教育と社会言語学(2)：言語の地位、言語の経済力、日本語の値段

(25)　 /12(火)　言語教育と社会言語学(3)：社会教育、開発教育、多文化教育、

エスニシティとソーシャル･ネットワーク、コミュニケーションの心理と身体表現

(26)




　定期試験

３．成績評価方法等

レポート40％、試験50％、授業でのパフォーマンス等10％。ただし、試験の信頼度によって評価の割合を変更することがある。

4． テキスト、および社会言語学全般の参考文献　＊トピック別の参考文献は各章・各節で紹介します。
真田信治・渋谷勝巳・陣内正敬・杉戸清樹(1992)『社会言語学』おうふう　（＝指定テキスト）

Janet Holmes(1992) ”An Introduction to Sociolinguistics” Longman, New York

Ronald Wardhaugh(1992) ”An Introduction to Sociolinguistics, 2nd. ed.”, Basil Blackwell Ltd.（田部　滋・本名信行監訳(1994)『社会言語学入門』(上)(下)、リーベル出版）

Ralph Fasold(1990)”The Sociolinguistics of Language”, Blackwell

林　四郎編(1985)、応用言語学講座３『社会言語学の探求』明治書院

田中春美・田中幸子編著(1996)『社会言語学への招待』ミネルヴァ書房

宇佐美まゆみ(1997)『言葉は社会を変えられる』明石書店

ダニエル・ロングほか編(2001)『応用社会言語学を学ぶ人のために』世界思想社

＊各章・各節の参考文献は、上記以外で、手に入りやすく読みやすいものを中心に紹介します。

5． レポート課題

＊社会言語学に関するテーマを一つ決めて、自分でデータを集めて結果を報告し、論じること。

＊データには質問紙、インタビュー、録音・録画、文献、電子化資料などによるものが含まれる。

・Ａ４、枚数制限なし。原則として横書き。

・ワープロの場合は１ページ30行以内。手書きの場合はレポート用紙を使用すること。

・表紙をつけ、タイトル・学科・学年・学籍番号・氏名・提出日を必ず記すこと。

・提出期限：2002年７月８日(火)

・主な評価の観点

· 自分で収集したデータを使用しているか。

· データや結論が社会言語学の重要な概念と関連づけられているか。

· 関連の文献を適切に引用しているか。

· わかりやすく読みやすく記述されているか。
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